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令和４年度 持続可能なまちづくり支援事業予算について 

上京区 予算額 １０，２４８千円（令和３年度 １２，５２０千円） 

＜事業概要＞ ※下線は「上京区基本計画 2025」におけるリーディングプロジェクト関連事業 

①地域防災や市民生活の安心・安全の取組 

１ 地域の防災力・減災力ＵＰプロジェクト～新たな防災拠点づくり～（充実） １００千円 

自助・共助・公助の力の更なる向上に向けて，区内の社寺等の協力を得て，災

害発生時の避難者の受入・支援物資等の供給を図る。 

２ 学区の安心安全ネット継続応援事業               １００千円 

  学区が自主的・主体的に行う安心安全に関する取組を支援する。 

 

②地域のつながりを維持・向上させる取組 

３ 幸せを分かち合う「近助」の絆！みんなごとプロジェクト（新規）５４２千円 

ポストコロナ社会における地域力の再生に向け，失われつつある住民同士の絆

を創出するため，子どもから高齢者まで世代を超えた幅広い事業を展開する。 

(1) 学区ビジョンの策定の推進 

  まちの魅力や課題を抽出し，このまちに住み続けたいと思える将来像を描く，

学区ごとの「まちづくりビジョン」策定に向けて検討を進める。 

(2) ＩＣＴを活用した地域コミュニティの活性化 

  地域自治推進室と連携し，地域団体等を対象にオンライン会議開催のための

講座等を開催し，コミュニケーションツールとしての活用を支援する。 

(3) エール交換レター 

  同志社大学や地域，福祉施設等と連携し，学生と区内の高齢者が文通により

交流することで，地域コミュニティ活性化を図る。 

(4) 「立売」で育む地域の絆と地産地消推進プロジェクト 

  上京区内や近郊で採れた農林水産物を，ちびっこ広場等で販売し，住民交流

の場，環境保全やエシカル消費等について学ぶ機会を創出する。 

４ 上京区民ふれあい事業                      １，８１８千円 

文化だより「上京―史蹟と文化」の発行，史蹟ウォーキング及び上京 de婚活の

開催等を通じ，上京区の魅力の再発見，地域愛の高揚を図る。 

５ 上京の子どもまつり                       １，２３０千円 

 

③健康やいのちを守る取組 

６ 地域と協働して取り組む健康づくり                   １５０千円 

  運動を切り口として，口腔・栄養等を含めた健康づくりの意識を高めるため，

体育振興会や健康づくりサポーター等と協働で，取組の実施や普及・啓発を行う。 

７ 上京区ふくしをなんでもしっとこ講座～もっとしっとこやっとこ  ４００千円 

  住み慣れたまちで安心していきいきと暮らすことができる地域づくりを目的

に，地域福祉への理解を深めるため，大学や福祉組織と連携して講座を開催する。 
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④人口減少や少子化対策の取組 

８ 空き家流通対策の仕組みの構築プロジェクト（充実）      １６０千円 

  まち再生・創造推進室と連携し，学区を軸とした空き家流通の仕組構築に向け

て，地域組織と連携した具体的物件の掘り起こし等の情報共有と，府・市・区協

調で上京ソリデールの推進等を図る。 

９ 上京えんじぇる“ぎゅうっと”ひろば             ３００千円 

10 上京えんじぇる応援団すくすくステッカーで子育て支援事業     ９０千円 

 

⑤区のまちづくり，魅力発信,文化振興等の取組 

11 上京区民まちづくり活動支援事業                  ２，４２５千円 

区基本計画の推進に向け，区民の自発的，主体的なまちづくり活動への補助を

通して，地域コミュニティの振興と区民参加によるまちづくりを進める。 

12 「上京区基本計画２０２５」の推進                   ７８０千円 

  区基本計画に掲げる将来像の実現に向け，「上京！ＭＯＷ」の開催や，地域企

業と大学生による地域課題解決プロジェクト等を実施する。 

13 上京ふれあいネット「カミング」運営事業             １，０５０千円 

  区内のまちづくり活動や地域文化等を発信し，地域の魅力の再発見につなげる。 

14 上京文化振興事業                          ７８３千円 

  薪能，茶会，文化絵巻等を通じ,上京区の伝統文化の継承と発信に取り組む。 

15 上京型観光モデル創造推進事業                     ３２０千円 

「上京型観光モデル創造推進協議会」を中心に，上京ならではの観光体験等の

メニューを提供し，ポストコロナ社会における新たな観光モデルを模索する。 

 


